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研究成果の概要（和文）：二重君主国時代の「ジプシー楽団」の演奏活動について資料を集め、リストやヨアヒ
ムのような藝術音楽の作曲家やヴィルトゥオーソ（名人）の肯定的な「ジプシー音楽」観が結果的に「ジプシー
音楽＝ハンガリー音楽」という通念の定着に寄与したことを明らかにした。また、20世紀初頭の音源を比較する
ことで、当時の「ジプシー音楽」の演奏スタイルが同時代のヴィルトゥオーソ達にも一定程度の影響を与えてい
たことをつきとめた。これらの知見に基づき、2016年6月にボストンの学会で
ヨアヒムと「ジプシー音楽」の関係について発表したほか、リストの「ジプシー音楽」観に関する研究において
も学んだ知見を活かすことができた。

研究成果の概要（英文）：A survey of the activities of Romani musicians revealed that favorable 
comments of representative composers and virtuosi (such as Liszt and Joachim) on this music played 
an important role in the formation of the 19th-century concept of "Gypsy music" as "Hungarian
music". Furthermore, Romani musicians could have influenced virtuosi of art music of the day as a 
comparative study of early recordings made by "Gypsy musicians" and those by violin virtuosi.  These
 findings resulted in several papers, especially in the one  on the relationship between Joseph 
Joachim and Romani musicians, which was read at the international conference in 2016, and in another
 on Liszt's views of "Gypsy music" .

研究分野：美学・芸術諸学
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１．研究開始当初の背景 

19 世紀のハンガリー中間層（とりわけ「ジェ

ントリ層」と呼ばれる没落貴族層）の人々は、

自分達の間で流行していたハンガリー語の

歌謡曲を好んでロマの楽師達に教え、楽器で

演奏させた。楽師達によって独特な装飾をほ

どこされたこの器楽音楽は、「ジプシー音楽」

ないし「国民音楽」という呼び名で親しまれ、

とりわけ 1860 年代以降、「ジェントリ層」の

生活様式のシンボルとして、ハンガリーの文

化アイデンティティにとっての大きなより

どころとなる。「ジプシー音楽」研究の権威

であるシャーロシの著書（Sárosi,Bálint. A 

cigányzene… (Budapest: Gondolat, 1971)）

からも明らかなように、以上のことはハンガ

リーの音楽史研究においてすでに定説とな

っている。 

本研究課題の申請者も、この定説自体に対し

てとくに異論があるわけではない。ただ、先

行研究において「ジプシー音楽＝ハンガリー

音楽」という通念の形成にハンガリー国内の

人々がどのように関わったかという点につ

いて本格的な言説研究はいまだ存在せず、ハ

ンガリー国外
、、
の人々が果たした役割に至っ

ては、注意が払われる機会がほとんどないこ

とに、申請者はこれまで一抹の居心地の悪さ

を感じてきた。そこで申請者は本研究課題に

おいて、言説のレヴェルにおいて①ハンガリ

ー国外において「ジプシー音楽＝ハンガリー

音楽」という通念がどのように形成され、か

つそれがどのように美的に価値付けられた

かを明らかにする一方、②そうした評価が国

内における同様の通念の形成にどのように

関係したのかを解明することにした。 

 

 

２．研究の目的 

19 世紀後半のハンガリー社会において「ジプ

シー音楽＝ハンガリー音楽」という通念が共

有されていたことはよく指摘される。その際、

ハンガリー音楽史の文脈では、このような通

念を作り出したのがあたかもハンガリー人

達自身であるように語られがちだが、実際は

国外においてすでに通用していた通念をハ

ンガリー人達があらためて受け入れ、内面化

していった一面もあったのではないか。本研

究ではその点を、このトピックをめぐる当時

の言説を研究することで検証する。そうする

ことで、「ジプシー音楽」に対するハンガリ

ー内外の人々の見方の間にこの時代、いかな

る関係性が存在しえたかを解明するのが、本

研究のねらいである。 

 

３．研究の方法 

様式的に見て「ジプシー音楽」が西洋藝術音

楽、ないしフランツ・リストの音楽にどのよ

うに取り込まれているかというテーマにつ

いてであれば、すぐれた研究は既にいくつか

存在する（ e.g. Loya, Shay. Liszt’s 

Transcultural Modernism and 

Hungarian-Gypsy Tradition (Rochester: 

University of Rochester Press, 2011)）。

そのような先行研究との差異化をはかるた

めに、本研究ではこれまで手薄だった言説研

究に力を入れる。まずは中心的なトピックと

して、フランツ・リストの著書『ジプシーと

ハンガリーにおける彼らの音楽』（フランス

語原著は 1859 年、ハンガリー語訳は 1861 年）

の西欧諸国とハンガリーにおける受容の歴

史を取り上げ、「ジプシー音楽」についての



当時のハンガリーにおける言説が西欧のロ

マン主義の文脈で語られていたこととどの

ように関連していたのかを考察する。その一

方、《ハンガリー狂詩曲》をはじめとするリ

ストの一連の「ジプシー風」作品のハンガリ

ーにおける受容史についても調べる。リスト

とハンガリーとの関係を扱ったレガーニの

二巻本（Legány,Dezső.  Ferenc Liszt and 

His Country 1869-1873/1874-1886 

(Budapest: Corvina, 1983/1992)をはじめ、

リスト研究にはすぐれた先行研究が多いの

で、それらの研究成果を十分にふまえつつ、

最終的にはリストの「ジプシー音楽」観がハ

ンガリー社会に及ぼしたインパクトについ

て、主に言説研究の立場から自身の議論を展

開する。 

 また、リストのことだけを研究していては、

当時の状況を俯瞰する視座を得られないこ

とから、ブラームスやヨハン・シュトラウス、

ヴァイオリンのヴィルトゥオーゾ達へと考

察の対象を広げ、彼らの「ジプシー風＝ハン

ガリー風」な作品や演奏スタイルが、当時の

ハンガリー内外の「ジプシー音楽」をめぐる

通念の形成にどのような影響を与えたかと

いうことについても調べる。またそれとは別

に、1860 年代以降のハンガリーの小説、「民

衆劇（népszínmű）」やオペレッタにおける「ジ

プシー音楽＝ハンガリー音楽」の描き方に対

する、西欧の肯定的な「ジプシー音楽」観の

影響についても考察したい。このように、ハ

ンガリーにおけるリストの著書と作品の受

容の問題を中心に、対象を「横に」広げる形

で事例研究を積み上げていこうというのが、

現段階における本研究の構想である。 

 

４．研究成果 

二重君主国時代の「ジプシー楽団」の演奏活

動について資料を集め、リストやヨアヒムの

ような藝術音楽の作曲家やヴィルトゥオー

ソ（名人）の肯定的な「ジプシー音楽」観が

結果的に「ジプシー音楽＝ハンガリー音楽」

という通念の定着に寄与したことを明らか

にした。また、20 世紀初頭の音源を参照する

ことで、当時の「ジプシー音楽」の演奏スタ

イルが同時代のヴィルトゥオーソ達のそれ

とも部分的に重なる特徴を持っていたこと

をつきとめた。これらの成果に基づき、2016

年 6 月にボストンの国際学会（Joseph 

Joachim at 185）においてヨアヒムと「ジプ

シー音楽」の関係について発表し、一定の評

価を得ることができた。この口頭発表の成果

が近日中に論文として公開予定である。ヨア

ヒムについてはこのほかにもハンガリーの

文化ナショナリズム運動との関わりについ

て研究を行い、その中で彼が運動との具体的

なつながりを失って以降も「ジプシー音楽」

を愛好し続けていたことを明らかにした。 

一方、フランツ・リストの著書『ジプシーと

ハンガリーにおける彼らの音楽』（フランス

語原著は 1859 年、ハンガリー語訳は 1861 年）

のハンガリーにおける受容の歴史について

も、「ジプシー音楽」で使われる打弦楽器ツ

ィンバロムのハンガリーにおける受容の話

に絡めつつ、論文にまとめることができた。 

このほか、バルトークの創作活動に関する単

著を書く際にも、「ジプシー音楽＝ハンガリ

ー音楽」という 19 世紀的通念について本研

究で得られた知見を活かすことができた。 
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